青風荘　　フェイスシート

平成22年　6月　21日　担当：上平ユリ子　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　小向　武雄　様　　　　　男・女　　　　昭和　9年2月26日生（　76歳）

	
	〒039-1104　住　所　八戸市田面木赤坂35-9　　　電話　0178-27-7658　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　狭心症

	
	発症時期
	　　Ｓ32年　月頃（23歳時頃）
	罹 患 期 間
	約53年

	
	入院回数
	　　3回　　
	延べ入院年数
	　約42年　　ヶ月

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　千葉　良　Dr　）
	外来受診日
	土曜日（隔週）

	医療区分
	後期高齢者医療
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	　5000円
	精神（　1　級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金1級（8.3万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	　
	負担上限月額
	5000円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイナイトケア

	住まいの場
	　青風荘

	入所年月日
	Ｈ13年5月31日
	身長
	164cm
	体重
	64.7kg

	最終学歴
	岩手県立福岡高校　卒業
	免許・資格
	なし

	職　歴
	　帽子問屋（東京出稼ぎ　本人談　約1年）　農業・魚加工（時期・詳細不明）
	

	保　護　者
	氏　　名　　　小向　伊喜雄　様　　　　　　　続柄　　長兄　　　　（同居・否）

	利用目的

周囲との交流や社会との接点を増やし、生活技術・自発性の向上を図る。



	入院・治療歴　初診日

１　S24年　？月（3ヶ月）　　　　　　　外来　　　　岩手医大（病名不詳）
２　S25年　？月（6ヶ月）　　　　　　　入院　　　　福岡町杉本医院（結核）

３　S30年　1月（？月）　　　　　　　　入院　　　　浄法寺町診療所（結核）

４　S32年　？月（1年間）　　　　　　　入院　　　　二戸療養所（結核）

５　S34年　4月　　　　　　　　　　　　外来　　　　岩手医大精神科

６　S34年　？月　　　　　　　　　　　　入院　　　　南光病院（岩手県）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入院　　　　二戸療養所精神科

７　S40年　11月　　　　　　　　　　   　入院　　　　青南病院

	生活歴　

S24年、15歳頃（中学3年高校受験頃）より、頭痛を訴え始め、岩手医大に３ヶ月程通院（病名不詳）

高校入学直前に結核になり、１年間休学する。S29年高校卒業後、上京して就職するが、結核を再発し、S30年1月に帰郷し浄法寺町診療所に入院する（期間不詳）S31年3月に再上京し就職するが、再び結核が再発し、S32年、二戸療養所へ１年間入院する。この頃より、幻聴・妄想様の症状に家族が気付き、S34年4月岩手医大精神科を受診し通院していたが、以後、南光病院と二戸療養所（精神科）へ入院する（期間不詳）S40年に八戸類家に移り住むが半年位で幻聴・妄想様訴えが出現し、S40年11月17日に青南病院入院となる。H13年5月退院し、そのまま青風荘入所。現在に至る。

	家族構成　　　　　　　　　　伊喜雄様

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　





	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

本人への関わりは長兄である伊喜雄氏夫妻が主。他の兄弟とは盆・正月に会うことがある程度で、疎遠となっている様子。兄は高齢であるが、年回1～2回程本人を自宅へ連れて外泊させています。

今年はお盆と正月に長兄宅へ外泊に出掛けています。




平成　22年　6月　21日（月）

	氏　名
	　　小向　武雄　様
	男・女
	生年月日
	　　　Ｓ9年2月26日　（76歳）


	長期目標（中期・短期）

	自分で出来る事は自分で行い､必要に応じ援助する事で、生活技術を維持していく。

加齢に伴う体力の低下を防ぐ。


	これまでの経過　（　前回　H21年8月31日）

	①　日常生活全般に声掛け・見守りを要する　

②  高齢に伴う心身機能の低下　　　　　　　
荘内では、自室にてベッドによりかかり閉眼されていることや、大声で放歌したりして過ごされている事が多く見られます。ホールへはお茶を飲んだり、おやつ・コーヒーの要求のみ来られていますが、飲食が終わるとすぐ自室に戻られ長居することはありません。自分から話し掛けることは殆ど無く、他者から話し掛けられてもうつむいたままで1、2言の単語で返答されています。何事に対しても「ハイ。ハイ。」と内容を理解せず返答している事が多く、確認すると答える事が出来ずにいます。最近は話し掛けに対しての呂律不良が著明になってきています。歩行の際も前のめりで、歩幅が一定でない為転倒しないよう見守っています。

自室の掃除は掃除機がけは自らしていますが、衣類の収納が出来ない為定期的に自室の整理を行い、分かりやすいように種類別に分けて項目を書いて同じ場所へ収納できるように支援しています。

洗濯は着用していない下着を、洗濯の際に混ぜて一緒に洗うことがあり声を掛けています。また洗濯物を洗濯機に入れたまま放置し、後は他人任せにする為その都度自分で行う様に促しています。

食事の際詰め込むように食べ、咽る事が頻回な為見守りが必要です。特にパンの場合には詰まりやすい為、小さくちぎって一口ずつ食べるようにその都度説明しています。また適量のおやつやコ－ヒ－を摂れない為、事務室管理とし、決まった時間に渡しています。現在は体重の増加なく、安定されています。

10/9洗面所でポケットから何かを取り出し飲んでいる事があり、確認するとプラスチックの小さく切った物「2つ3つ飲んだ」と話されています。その後経過観察していますが、食欲はあり、不調の訴えは聞かれていません。

11/15昼過ぎに左胸の痛みの訴がありましたが夕方には復調されています。

日課全般に声がけがや見守り、介助が必要になっておりその都度指導、介入していますが理解・実践まで至っていない状況です。

保護者である兄様が高齢の為、今後の保護者になる方は甥っ子となる予定です。また施設移行に伴い新しい関係機関と連携して介護認定の申請をしていく事としています。




	問題点
	介入方法
	支援期間

	1 日常生活全般に声掛け・見守りを要する


	○整容面

· 髭剃りがうまくできない場合にはその都度髭の剃り方について指導を行なう。

· 洗顔や入浴での洗身がうまくできていない場合には、どこが不十分なのか説明し、本人にやって頂く。

· 同じ服装が続く事や、汚れた衣類を着用している場合には、着替えを促していく。

· 入れ歯の洗浄についてはスタッフ管理で洗浄を行っていく。歯磨きなどの口腔ケアについてやり方を指導していく。

○食事について

· 詰まらせる事がないように見守りを行い、口いっぱいに詰め込んで食べている時には、少しずつ食べるように声を掛け見守りを行なう。特にパンの場合は詰まりやすい為、必要に応じて一口大に切って渡す。

○洗濯について

· 着用していない衣類まで洗濯を行なわないように確認する。また洗濯をしていることを忘れているようであれば声を掛ける。

· 衣類を種類別に分けてその場所へ収納できるように支援を行って行く。

○日課について

· 当番を忘れている事が多い為、毎日確認を行なう様に指導し、忘れている場合には声掛けを行なう。

· 自室の掃除は定期的にスタッフが確認し、できていない場合は、一緒に掃除を行っていく。


	　　ヶ月

	②　高齢に伴う心身機能の低下
	· 身体機能の維持の為、健康プログラムや毎日のラジオ体操など定期的に運動を行なう機会を継続して設けていく。

· 自分から不調があっても伝えてこない為、普段から観察を密にして体調等の確認をしていく。

· 歩行時は足取りが不安定で、周りを見ずに下向きで歩く為転倒しないように見守り、必要に応じて付き添って歩くようにする。
	　ヶ月

	3 部屋に篭もりがちで､他利用者との交流が少ない。

　　
	· 自閉的であり無為に余暇時間を過ごしている為、興味のあるカラオケ、バトミントンなど誘い､活動量を増やして行く。

・　出来るだけ外界の刺激に触れて頂く為にも、散歩に出かけたり、ショッピング・床屋への外出やレクの参加を通して生活にメリハリをつけ活性化を図る。


	ヶ月




プラン作成者：

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室
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